
十

一
不

二

の
論

理

(績
)

河

野

憲

善

一
遍
の
念
佛
は
當
髄

一
念
の
念
佛
で
あ
り
、
當
髄

一
念
に
落
居
す
る
。

端
的
に
當
騰
の
念
佛
と
は
只
今
の
念
佛
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

一
念
と

は
今
の
こ
と
で
あ
る
。

一
遍
教
學
の
中
心
理
念
が
こ
こ
に
あ
る
の
に
も

拘
ら
ず
、
そ
の
學
解
を
放
榔
し
た
捨
身
度
生
の
生
涯
の
故
に
か
、
曲
解

識
誇

が
現
に

一
部
に
あ
る
。

こ
の
誤
認
は
何
が
故
に

一
、遍
と
構
し
た
か

を
考

え
れ
ば
氷
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
宗
租

一
遍
が
圭
著
を
遺
さ
な
か

つ
た
の
で
、
そ
の
教
學
が
鮮
明
を
か
く
か
に
思
わ
れ
る
が
、
二
本
の
行

獣
糟
圖
は
豊
麗
な
詞
書
に
恵
ま
れ
、
決
し
て
傳
記
ば
か
り
で
な
く
思
想

教
學

は
随
所
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ

つ
て
、
二
租
法
語
を
待
つ
ま
で

も
な
く
、
そ
め

浮
土
思
想
は
明
瞭
で
あ
る
。

(1
)

宗
旨
の
起
黙
は
ど
こ
に
あ

る
か
。
「十

一
不
二
頒
」
の
十

一
不
二
の

論
理
に
あ
る
ば
か
り
で
な
く
遊
行
賦
算
の
旅
の
起
黙
も
實
に
こ
こ
に
あ

る
。

そ
し
て

「
六
十
萬
人
碩
」
と

「
六
字
無
生
頚
」
が
と
も
に
前
頒
を

敷
衛
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
三
頒
は
各
々
凋
立
す

べ
き
も
の
で
な
く
て
、

要
す
る
に
十

一
不
二
の
解
明
に
ほ
か
な
ら
ず
、
當
燈

一
念
に
お
け
る
念

佛
帥
往
生
を
道
破
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
後
二
頗
は

『
六
條
縁
起
』
に

よ
れ
ば
熊
野
本
宮
の
棘
告
で
は
な
く
、
新
宮
に
お
い
て
の
聖
の
碩
で
あ

る
ゆ

一
遍
が
熊
野
三
山
を
尊
崇
し
た
こ
と
は
紛
も
な
い
事
實
で
は
あ
る

が
、
し
か
し
こ
の
事
を
過
大
覗
す
る
の
も
そ

の
反
封
も
戒
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
廻
國
の
歴
程
は
熊
野
を
本
虜
と
し
て
放
射
線
状
に
傳

道
さ
れ
た
と
は
、
決
し
て
い
え
な

い
か
ら
で
あ
る
。
佛
教
の
神
道
化
が

主
眼
で
あ

つ
た
の
で
竜
な
い
。
姑
息
な
妥
協

で
も
な
い
、
十

一
不
二
の

一
に
お
い
て
、
佛
身
観
が
法
界
身
だ
か
ら
で
あ
る
。
法
界
と
は
衆
生
界

(
2
)

で
あ
り
、
宇
宙
に
遍
満
す
る
報
身
報
土
が
護
法
の
諸
天
善
紳
を
包
容
す

る
か
ら
で
あ
る
。
山
の
三
角
も
、
吹
く
風
立

つ
浪
の
音
も
彌
陀
同
膣
な

ら
ざ
る
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
當
髄

一
念
の
視
黙
に
立
て
ば
、
佛
教
の

神
道
化
を
企
圖
し
て
も
お
よ
そ
詮
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
山
河

(3
)

草
木
法
界
身
の
影
向
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
世
界
観
が
な
け
れ
ば

「十
界
依
正

一
遍
髄
」
と
い
う
命
題
は
成
立

し
な
い
、
ま
た
紳
祇
に
接

近
す
る
の
も
謹
室
以
來
傳
統
で
も
あ

つ
た
。
依
正
の
内
に
あ
る
と
い
う

よ
り
も
本
地
は
彌
陀
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
た
所
以
は
當
禮
の
眞
實
が

十
界
に
優
越
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
棘
道
を
指
弾
す
る
よ
り

十

云
不
二

の
論

理

(
績

)
(
河

野
)
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十
一
不
二
の
論
理

(績
)
(
河

野
)

も
そ
れ
を
本
地
の
徳
に
光
被
し
た
の
で
あ
り
、
本
願
を
離
れ
て
も
と
よ

り

一
遍
髄
も
な
い
。
迎
合
で
は
な
く
法
界
身
の
必
然
の
結
論
で
あ
る
。

 

十

一
不
二
と
は
十
劫
正
畳
と

一
念
往
生
と
が
不
二
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
十
劫
の
昔
法
藏
因
位
の
大
願
が
果
途
さ
れ
、
佛
は
西
方
浄
土
の
教

主
と
し
て
成
佛
し
た
。
條
件
が
充
さ
れ
な
い
限
り
不
取
正
畳
と
誓
わ
れ

て
い
る
か
ら
欲
生
我
國
の
生
は
遠
い
過
去
に
完
了
し
て
い
る
。
し
か
る

に
凡
夫
は
過
去
に
も
あ

つ
た
に
違
い
な
い
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
私
が
凡
夫

で
あ
り
、
今
こ
こ
に
い
る
。
充
さ
れ
た
條
件
の
内
容
は
衆
生
の
念
佛
に

決
定
し
て
い
る
。
六
字
の
當
膿
に
過
去
の
決
定
と
ロ
バ今
の
決
定
が
不
離

不
部
と
な
る
。
不
即
が
十
で
あ
り
、
不
離
が

一
で
あ
つ
て
十

一
不
二
と

な
る
。
決
定
往
生
は
十
劫
の
昔
に
あ
る
と
と
冒櫓も
に
只
今
め

念
佛

に
あ

る
。
昔

の
決
定
が
今
の
決
定
で
あ
り
、
今
の
決
定
が
昔
の
決
定
で
あ
つ

て
、
今

と
昔
の
十

一
不
二
と
な
る
。
本
願
が
過
去
に
あ
り
、
念
佛
が
只

今
こ
こ
に
あ
り
、
満
足
さ
れ
た
與
件
が
過
去
完
了
だ
か
ら
、
軍
に
不
二

と
断
定
す
る
の
で
は
な
く
、

一
遍
は
さ
ら
に

一
歩
深
め
て
大
乗
時
間
論

に
ま
で
透
徹
す
る
。
「
凡
そ
佛
法
は
當
髄

一
念
の
外
に
は
談
ぜ
ざ
る
な

り
、
故
に
三
世
印
ち

一
念
な
り
」
と
。
當
髄

の

一
念
と
は

一
遍
に
お
い

て
は
只
今
の
念
佛
で
あ
る
と
と
も
に
、
全
佛
教
は
當
禮

一
念
の
身
鰯
實

謹
を
提
蜥
し
て
い
る
、
そ
の

一
念
は
ま
た
絶
封
現
在
の
今
に
立
つ
も
の

で
あ
る
。

一
念
往
生
の

一
念
は
卒
凡
な
今
に
あ
る
と
と
も
に
直
下
承
當

の
只
今
、
具
髄
的
現
實
に
位
し
て
い
る
。

一
遍
の
念
佛
は

一
聲
の

一
念

で
永
遠

の
今
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
を

一
遍
は
三
世
戴
断
の
名
號
と
も
換

言
し
て
い
る
。
名
號
が
自
爾
の
徳
と
し
て
三

世
を
切
断
す
る
の
で
あ

り
、
妄
分
の
機
が
三
世
を
能
統

一
す
る
の
で
は
な
い
。
佛
力
不
捨
の
故

で
あ
る
。
他
阿
が

「か
ぎ
ひ
の
と
き
は
い
つ
に
て
も
只
今
に
て
も
や
有

る
べ
く
候
」
と
い
い
、
「末
は
今
の

一
念
ば
か
り
に
て
有
る

べ
く
候
」

と
い
う
。
宗
旨
の
大
本
は
こ
こ
に
あ
る
。
識
者
の
啓
蒙
を
促
し
た
い
。

な
「別
願

の
正
畳
は
凡
夫
の
稽
名
よ
り
成
じ
、
衆
生
の
往
生
は
彌
陀
の

正
畳
に
定
ま
り
畢
ん
ぬ
」
と
あ
る
。
正
毘
往
生
倶
時
成
就
の
故
に
衆
生

稻
念
の
今
と
本
願
成
就
の
昔
と
全
く
二
な
し
と
い
う
。
今
と
昔
の
不
二

と
は
十
劫

の
昔
の
決
定
が
只
今
の
決
定
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ

れ
が

「
廻
心
念
々
生
安
樂
」
の
念
々
の

一
念

で
あ
り
、
當
髄

一
念
の
今
、

永
遠

の
今
に
あ
る
。
過
去
に
生
き
る
と
い
う
も
現
在
を
支
鮎
と
し
て
追

想
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
未
來
と
い
う
も
只
今
か
ら
遊
離
し
て
お
れ
ば

輩
な
る
抽
象
に
す
ぎ
な
い
。
概
念
的
思
惟
に
は
な
く
、
宗
教
的
生
命
は

具
騰
的
現
實
に
位
す
る
只
今
こ
こ
以
外
に
あ
り
よ
う
も
な
い
當
髄
の
念

佛
で
あ
る
。
衆
生
の
稻
念
を
與
件
と
し
て
正
畳
往
生

一
膿
の
浮
土
が
完

成
し
た
の
で
あ
り
、
衆
生
の
構
念
が
な
け
れ
ば
彌
陀
は
正
畳
を
取
ら
ず
、

後
件
も
す
で
に
過
去
完
了
し
て
い
る
。
西
山
義
に
い
う
倶
時
成
就
を
承

け
る
も
の
で
あ
り
、

一
遍
が

一
遍
の
念
佛
と
い
う
の
は
、
彼
に
い
う
即

便
往
生
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
何
故
か
、
宗
租

二
租
は
こ
の
語
を
避
け
た

が
、
「
一
聲
之
間
 
即
誰
無
生
」
と
は
」即
便
往
生
を
端
的
に
表
明
し
た
も

の
で
あ
り
、
即
便
往
生
以
外
に
解
し
よ
う
も
な
い
。
七
代
託
何
は
随
所

に
、

こ
と
に

「
託
何
上
人
法
語
」
忙
お
い
て
印
便
當
得

一
致
を
説
い
て
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い
る
、
宗
組
の
三
碩
を
各
々
濁
立
に
訓
詰
的
に
解
繹
し
、
あ
ま
つ
さ
え

託
何
の
著
述
を
こ
れ
と
遊
離
し
て
見
る
か
ら
直
戴
簡
明
な
筋
の
通
つ
た

教
理
信
條
が
支
離
滅
裂
と
な
る
の
で
あ
る
。
託
何
が
橋
本
本
阿
彌
陀
佛

に
與
え
た
書
歌
に

バ

ク

ズ

ニ

さ
れ
ば
印
便
當
得

一機
之
始
終
な
り
。
全
非
二二
機
↓
臨
終
季
生
は
一
同
也
。

其

一
同
と
は
當
下
の
稽
名
す
る
庭
な
り
。
有
心
の
方
は
卒
生
と
云
れ
、
稻
念

ヘ

レ

の
方
は
臨
終
と
云
る

耳
也
。

臨
終
と

て
未
來
に
有

べ
き
に
非
ず
、

當
膿

々
々

チ

フ

に
念
佛
す
る
庭
、
則
臨
終
卒
生

一
同
也
。
恒
願

一
切
臨
終
時
と
云
繹
文
肝
心

ス

テ

な
り
。
中
略
、
未
來
に
臨
終
を
の
べ
て
沙
汰
申
輩
は
無
道
心
之
至
な
り
。
敢

カ
ラ

ス

カ
ラ

不
レ
可
二信
用

此
理
を
心
得
給
は
、

往
生
の
端
的
當
下
稻
名
之
外
不
レ可
レ

ル

ク

ノ

ゾ

有
、
如
レ此
安
心
決
定
し
た
ら
む
に
何
不
可
な
り
む
や
。

往
生
禮
讃
の
恒
願

一
切
臨
終
時
を
指
示
す
る
こ
と
は
す
で
に

一
遍
の

門
人
傳
読
に
あ
り
、
「
只
今
の
念
佛
の
外
に
臨
終
の
念
佛
な
し
、
臨
終
部

ル

卒
生
な
り
前
念
は
不
生
と
な
り
。
後
念
は
臨
終
と
取
な
り
、
故
に
恒
願

フ

一
切
臨
終
時
ど
云
な
り
。
只
今
念
佛
の
申
さ
れ
ぬ
も
の
が
臨
終
に
は
得

ス

申
さ
ぬ
な
り
、
遠
く
臨
終
の
沙
汰
を
せ
ず
能

々
念
佛
を
申
す
べ
き
な
り
」

と
あ
る
。
同
工
異
曲
と
評
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
内
容
に
寸
分
の
違
い
も

な
い
。

一
器
濾
瓶
に
組
典
が
解
繹
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
故

に
ま
た
、
こ
こ
に
壼
さ
れ
て
い
る
思
想
内
容
は
重
要
で
あ
り
、
租
師
の

三
頗
が
、
も
し
散
文
に
よ
つ
て
説
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

こ
の

一
文
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
が
故
に
只
今
が
臨
終
で
あ
る
か
と
い
う
嚴
し

い
時
間
論
の
徹
定
な
く
し
て
、
た
だ
表
面
的
に
文
字
を
拾
つ
て

一
遍
法

を
解
繹
す
れ
ば
由

々
し
い
誤
に
陥
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

一
念
往
生
と
い
い
、

一
遍
法
と
い
い
、
當
膿
の

一
念
と
い
う
。
み
な

悉
く
只
今
の
念
佛
の
こ
と
で
あ
り
、
六
字
の
中
本
無
生
死
で
あ
り
、
無

上
超
世

の
本
誓
は
六
字
に
具
ハ現
さ
れ
、
佛
の
慈
悲
は
こ
こ
を
お
い
て
な

い
。
六
字
が
絶
封
の
慈
悲
で
あ
り
、
六
字
を
繰
り
返
す
と
い
う
條
件
も

俘

つ
て
い
な
け
れ
ば
、
繰
り
返
さ
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
前
提
も
な
い
。

い
い
得
れ
ば
た
だ
念
佛
で
あ
る
、
「
只
管
念
佛
」
で
あ
る
。
六
字
の
名
號

誰
を

一
念
に
成
ず
と
は
要
す
る
に

一
瞬

一
瞬
絶
封
者
、と
封
決
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
ヒ

の

一
念

一
聲
が
ま
た
、
論
註
八
番
問
答
に
由
來
し
て
無

後
心
無
間
心
と
も
し
て
い
る
。
後
念
の
績
く
蝕
地
が
な
い
の
は
、
逼
迫

し
た
臨
終
だ
か
ら
で
は
な
く
、

一
遍
に
お
い
て
は
か
け
替
の
な
い
只
今

だ
か
ら
で
あ
る
。
無
前
無
後
の

一
黙
で
あ
り
、
前
後
の
沙
汰
す
べ
か
ら

ざ
る
十

一
不
二
の

一
で
あ
る
。
永
遠
が
時
間
を
切
る
瞬
間
で
あ
り
、
三

世
裁
断
の
今
で
あ
る
。
そ
れ
は
念
々
構
名
で
あ
り
、
念

々
臨
終
で
あ
り
、

念

々
往
生
で
あ
り
、
獅
立
の

一
念
の
非
連
績

の
連
績
と
な
る
。
馳そ
れ
は

思
惟
概
念
の
域
で
も
な
く
、
他
想
が
入
る
絵
裕
も
な
い
か
ら
無
間
心
と

も
い
う
が
、
そ
の
無
後
無
間
の
只
今
は
、
念

々
臨
終
で
あ
つ
て

「
臨
終

な
し
卒
生
な
し
」

と
喝
破
す
る
。
臨
終
の
決
定
猛
利
は
時
々
剋

々
の
只

今
に
あ
る
の
が
、
全
佛
教
の
蹄
趨
で
あ
り
、

佛
法
は
當
髄

一
、念
の
外
は

談
じ
て
い
な
い
と
断
定
す
る
。
寸
鐵
人
を
刺
す
概
が
あ
る
と
と
も
に
、

寸
言
、
そ
の
燗
眼
は
む
し
ろ
驚
く
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
佛
教

の
全
容
を
、

こ
の
簡
結
に
し
て
勤
健
な
命
題

で
表
現
し
得
た
こ
と
は
大

十

一
不

二
の
論
理

(
績

)
(
河

野
)
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十
一
不
二
の
論
理

(
績
)
(河

野
)

謄
と
い
う
よ
り
も

し
ろ
雄
渾
で
あ
り
、
か
か
る
命
題
、
全
佛
教
を
時

間
論

の
覗
黙
に
お
い
て
要
約
し
た
、
微
動
だ
も
な
い
確
信
を
寡
聞
に
し

て
他
に
知
ら
な
い
。

 

一
遍
は

「
名
號
は
法
界
酬
因
の
功
徳
な
れ
ば
、
法
を
は
な
れ
て
行
ず

べ
き
方

と
ど
こ
ほ
る
べ
き
庭
も
な
し
。
是
を
法
界
身

の
彌
陀

と
も
説

き
、
十
方
諸
佛
國
鑑
是
法
王
家
と
も
繹
す
る
な
り
」
と
い
い
、
十
方
諸

佛
の
國
は
彌
陀
の
家
と
い
う
。

こ
の
法
王
家
は
、
指
方
立
相
の
教
義
門

に
封
し
て
實
義
門
で
あ
り
、
本
箆
法
門
に
通
ず
る
。
始
本
不
二
の
名
號

と
い
い
、
十

一
不
二
の
論
理
は
始
本
不
二
に
直
結
し
、
正
畳
と
往
生
、

彌
陀
と
衆
生
、
交
互
に
始
畳
で
あ
り
、
本
畳
で
あ
り
、
始
本
が
交
互
に

轄
入
互
具
ハす
る
と
こ
ろ
に
始
本
不
二
が
あ
り
、
絶
封
に
懸
絶
す
る
も
の

が
、

一
致
す
る
の
は
日
常
経
験
と
は
位
相
を
異
に
す
る
宗
教
経
験
で
あ

り
、
倶
時
成
就
は

一
面
十
劫
の
昔
で
あ
り
、
ま
た
他
面
は
衆
生
構
念
の

只
今
に
現
成
す
る
。
當
膿
の

一
念
に
、
非
思
量
底
に
、
「
総
じ

て
わ
が

分
に
い
ろ
は
ず
」
始
本
の
不
離
と
な
り
、
機
法

一
禮
と
な
る
。

こ
れ
を

「身
心
我
に
あ
ら
ず
」

と
さ
え
喝
破
す
る
。
衆
生
界
に
遍
瀧
す
る
報
身

報
土
で
あ
り
、
「
名
號
酬
因
の
功
徳
に
約
す
る
時
は
十
界
無
差

別

で
あ

り
」
、
妄
分
に
約
す
る
時
は
浮
繊
も
各
別
に
な
る
と
い
う
、
後
者
が
教
義

門
で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
機
根
に
は
九
品
の
差
別
は
あ
る
が

(
4
)
同
行
は

一
類
同
件

で
あ
り
、
本
願

一
つ
に
蹄
す
れ
ば
法
の
方
よ
り
融
通

し
て
自
他
の
行
禮

一
如
で
あ
る
と
い
う
。
本
願

の
光
被
に
お
い
て
、
自

他
不
二
の
倫
理
と
な
る
。
法
界
身
中
の
自
ど
他
で
あ
り
、
他
力
難
思
に

自
他
融
合
の
實
践
と
な
る
。
そ
の
法
界
身
が
當
髄
全
是
に
お
い
て
名
號

お
の
れ
な
り
の
功
徳
に
お
い
て

一
遍
膿
で
あ

る
。
名
號
は
衆
生
界
に
あ

る
と
と
も
に
法
界
無
差
別
に
も
あ
る
。
十
界

の
依
正
が
自
他
隔
歴
す
る

と
こ
ろ
が
教
義
門
、
卒
等

一
相

の
と
こ
ろ
が
即
ち
始
本
の
互
具
ハが
實
義

門
、

こ
の
二
門
の
相
即
が
ま
た
十

一
不
二
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
ど
こ
ま

で
も
當
髄
の

一
念
に
お
い
て
、
法
爾
と
し
て

一
遍
誰
で
あ
り
、
當
髄
の

念
佛
に
實
義
が
存
す
る
の
で
あ

つ
て

一
遍
誰
を
踊
躍
談
に
置
換
し
て
は

な
る
な
い
。
「行
ず
る
風
情
も
往
生
せ
ず
、
聲

の
風
情
も
往
生
せ
ず
、
身

の
振
舞
も
往
生
せ
ず
、
心
の
も
ち
や
う
も
往
生
せ
ず
」
た
だ
端
的

の
六

字
が
、
念
佛
即
往
生
で
あ
る
と
い
う
。

で
は
何
が
故
に

一
遍
は
踊
躍
し

た
か
、
他
力
易
行
の
一
門
は
庶
民
階
暦
の
有
だ
か
ら
で
あ
り
、
歴
史
的

に
も
信
州
俘
野
に
お
け
る
偶
護
的
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
庶
民
的
型
と
し

て
踊
躍
が
あ
り
、
末
法
の
世
に
た
と
え
よ
う

の
な
い
悦
び
を
味
得
す
る

の
で
あ
つ
て
寸

お
ど
る
こ
と
は
當
髄

一
念
の
必
然
的
結
果
で
は
な
い
。

も
し
そ
う
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
念
々
の
稻
名
、
時

々
剋

々
の
念
佛
は
、

寸
時
の
倫
安
も
な
い
か
ら
踊
る
こ
と
に
暇
も

な

い
と
い
う

こ
と
に
な

る
。

1
 
拙
稿
、

本
誌
二

の

一
、
二
五
六
頁

2
 
同

3
 
拙
稿
、

歴
史
教
育

一
〇

の
六
、

六
四
頁

4
 
拙
稿
、

本
誌
九
の

一
、
三
〇
三
頁
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